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第３次発掘調査現地説明会の開催について 

 

 当研究所の調査研究活動につきましては、日頃から御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

当研究所では、令和５年度事業として、５月２２日から大崎市教育委員会と共催で大吉山瓦窯

跡第３次発掘調査を実施しております。 

このたび、その成果がまとまり、７月２２日の一般公開に先立ち、下記のとおり報道機関に公

開発表しますので、ぜひ取材していただきますようお願いいたします。 

 

                                         記 

 

１ 日 時 報道機関公開 令和５年７月２０日（木曜日）午前１１時から（雨天決行） 

 一 般 公 開 令和５年７月２２日（土曜日）（小雨決行） 

１回目 受付 午前９時３０分～、説明会 午前１０時３０分～ 

２回目 受付 午後１時～、説明会 午後２時～ 

 

２ 集合場所 報道機関公開 大崎市古川小林字浦越地内 大吉山瓦窯跡第３次発掘調査現場 

             ※駐車場から徒歩で約１０分かかります（別添地図参照）。 

 一 般 公 開 大崎市古川小林字新一本杉１７０ 古川宮沢地区公民館・駐車場 

      ※駐車場から発掘現場まで送迎いたします（別添地図参照）。 
 

３ 説 明 者 宮城県多賀城跡調査研究所 古田和誠 矢内雅之 

 

４ 調査成果 当日、現場で調査成果をまとめた資料を配布いたしますが、概要は別添資料を

参照ください。 

 

５ そ の 他  発掘調査現場は山林内で、足場も悪い状態ですので、長靴等の汚れても構わな 

い靴でご来跡ください。 

 

 

記者発表資料 
 令和５年 ７月１３日 

宮城県多賀城跡調査研究所研究班 

 担  当 古田和
かず

誠
のり

・矢内
や な い

雅之 

 電  話 022-368-0102 
 現場携帯電話 090-6257-0949 
 tagajo_labo@pref.miyagi.lg.jp 



 

 

（別紙資料） 
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第３次発掘調査の成果について 

 

調査の目的 

宮城県多賀城跡調査研究所では、平成 16 年度から大崎地方に分布する多賀城創建期の窯跡群

の実態の解明を目的として調査を進めています。令和 5 年度は昨年度に引き続き、大崎市古川の

大吉山瓦窯跡を対象に調査を行っています。 

大吉山瓦窯跡は昭和 47 年頃の農道工事の際に発見され、昭和 51 年度に多賀城創建期の瓦窯跡

として国の史跡に指定されました。令和 3 年度から当研究所と大崎市教育委員会が共催で発掘調

査を実施し、指定地東部の窯の規模・構造・年代などが判明しています。 

今回の調査では、瓦窯跡全体の様相の把握を目的とし、指定地西部を対象に発掘調査を実施し

ました。 

 

調査成果 

3 基の窯とそれに伴う灰原や焼成土坑 1 基を確認し、指定地西部の窯跡の状況や年代が捉えら

れました。精査した窯 2 基はいずれも地下式窖
あな

窯
がま

で、瓦を焼成した窯と燃料となる木炭を焼成し

た窯があります。遺物は昨年度と同様に多賀城創建期の平瓦、丸瓦、軒瓦、鬼板など各種の瓦が

多数出土しました。 

今回の調査により、大吉山瓦窯跡の全貌がほぼ明らかになるとともに、創建期の瓦窯跡群で木

炭窯が初めて確認されました。本窯跡には 7 基の窯と焼成土坑 1 基が存在し、多賀城創建期の瓦

が焼成され、燃料の木炭もすぐそばで生産されていたことが判明しました。窯場の構成や生産体

制を考えるうえで重要な成果であり、出土した鬼板などの特徴的な瓦から工人集団や技術の移動

などを考えるうえでも貴重な資料が得られました。 



号
４
道
国

向三丁目多目的
集会所（駐車場）

現場・駐車場の場所

・国道４号から

・東北自動車道古川ＩＣから

①国道４７号を鳴子温泉方面へ
②県道５９号を一迫方面へ

国道４７号を鳴子温泉方面へ

※近隣住民の迷惑になりますので，
　路上駐車はご遠慮下さい。

古川ＩＣ

国
道
４
７
号 道

車
動
自
北
東

泉
温
子
鳴
至

県
道
５
９
号

①

②

会場
大吉山瓦窯跡

「日光山」の看板
   を右折

「日光山」の看板
   を左折

宮沢地区公民館
※7/22現地説明会
　の集合場所


